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音響技術演習 30 必 ○ レコーディングスタジオ実習 60 必 ○

ProTools実習Ⅰ 45 必 ○ ◆ コンサートPA実習 60 必 ○ ◆

ProTools実習Ⅱ 45 必 ○ ◆ 音響効果・ＭＡ実習 60 必 ○

エレクトロニクス実習 60 選 Illustrator実習 30 選 ○

ビデオ制作 45 選 ○ Protoolsオペレーション 45 選 ○ ◆

レコーディング基礎演習 45 必 ○ レコーディング・ＰＡ・ＭＡゼミ 90 選

PA基礎演習 45 必 ○ 音響測定 45 選 ○

TV音声・ＭＡ基礎演習 45 必 ○ Weｂコンテンツ制作 30 選 ○

進級制作 120 必 卒業制作 120 選

小計 480 小計 540

音響機器概論Ⅰ 30 必 ○ レコーディング技術論 30 必

音響機器概論Ⅱ 30 必 ○ ＰＡ技術論 30 必

音響基礎技術論 30 必 放送概論 30 必 ○ ◆

ベーシックアコースティクス 30 必 ○ MA技術論 30 必

オーディオエレクトロニクス 30 必 ○ 音楽プロデュース概論 30 選 ○ ◆

映像・音響技術基礎 30 選 オーディオラブ 30 選 ○

楽器論 30 選 アコースティックデザイン 30 選

業界特別講座 30 必 コンピュータベーシック 30 選

イヤートレーニング 30 選 ○

デジタルオーディオ 30 選 ○

小計 240 小計 300

就職講座Ⅰ 30 必 就職講座Ⅲ 30 必

就職講座Ⅱ 30 必 就職講座Ⅳ 30 必

特別講座Ⅰ 30 選 特別講座Ⅱ 30 選

小計 90 小計 90

アニメ音楽史 30 選 ○ アレンジテクニック 30 選 ○

音楽理論 30 選 ○ ◆ 映像鑑賞 30 選 ○

著作権ビジネス 30 選

コンサート映像鑑賞 30

小計 120 小計 60

1年次時間数　合計 930 時間 ２年次時間数　合計 990 時間

全設置授業時数 1920 時間

実務経験のある教員等による授業数 1020 時間

省令で定める基準授業時数  シラバス提出分 285 時間

実務経験のある教員等による授業科目の一覧表　音響技術科
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講義名 音響技術演習

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 前期 講義区分 演習

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 1

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 小山内　宙

到達目標
★音響技術の基礎知識と最低限のマナーを習得する。
★ケーブルとマイクスタンドを適切かつ迅速に扱えるようにする。
★音響機器の信号の流れを理解し、仮設と常設どちらでも音を出せるようにする。

授業概要

この授業では音響技術における必要な技術や知識が学べるようになっている。
実際に機材を操作することによって、機材の扱い方、セッティング、機材チェックなどを習得する。レコーディ

ングやテレビ音声・MA・PAなどの分野関係なく、音響技術者であるために必要な「基礎」をこの授業で身につけ
ていく。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス（授業システムとマナーについて）

第2回目 ８の字巻きとマイクアレンジについて

第3回目 レコーディングスタジオシステムⅠ

第4回目 レコーディングスタジオシステムⅡ（エフェクター）

第5回目 レコーディングスタジオシステムⅢ（HDR音源ミックス体験）

第6回目 回線チェック／マイクの聴き比べ

第7回目 Drums マイクアレンジ

第8回目 音響システムのセットアップⅠ（信号の流れ）

第9回目 音響システムのセットアップⅡ （アナログミキサーについて）

第10回目 音響システムのセットアップⅢ （デジタルミキサーについて①）

第11回目 音響システムのセットアップⅣ （デジタルミキサーについて②）

第12回目 音響システムのセットアップⅤ（AUX ／エフェクター）

第13回目 音響システムのセットアップⅥ（AUX ／モニタースピーカー）

第14回目 ナレーション PA のセットアップ

第15回目 ケーブル巻き確認【実技テスト】

評価方法 100点満点として、技術の習得度60点、平常点（授業への参加意欲等）40点で評価を行う。

参考書・教材
『音響映像設備マニュアル 2021年最新大改訂版』

編集：野口広之　発行：株式会社リットーミュージック

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有
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講義名 ProTools実習Ⅰ

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 前期 講義区分 実習

時間 45.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 1

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 寺尾 修一郎　舟橋 亜里紗

到達目標
★Pro Toolsの基本操作の習得する
★音声編集を行うための基礎知識の習得する

授業概要

現在、業界標準のオペレーティングソフトである「Pro Tools」の基礎知識を身につけます。

Pro Toolsは音楽やテレビ、全世界の音を扱う様々な現場で使用されており、用途も多岐に渡ります。世に出回
っている音の大半はPro Toolsを通った音と言っても過言ではありません。録音・編集・ミキシングと様々な機

能を備え、コンピューターの中だけで色々な表現ができ、可能性は無限大です。音を扱う上で必須となるPro
Toolsの基本的な概念を理解し、プロの現場での使用例も踏まえながら、操作方法や編集方法を学びます。

授業計画

回 内容

第1回目 パソコンの予備知識

第2回目 Pro Toolsの概要とファイル構成

第3回目 授業で使用する機材の設定と操作

第4回目 セッションの作成

第5回目 ミックスウィンドウとエディットウィンドウの操作

第6回目 オーディオのレコーディングとモニター

第7回目 波形編集の基本操作

第8回目 ショートカットの操作・使用方法

第9回目 オーディオデータのインポートとバウンス

第10回目 ミックスウィンドウの機能とミキシング

第11回目 ルーティング・プラグイン

第12回目 オートメーション

第13回目 Pro Toolsシステムの概要

第14回目 ミックスダウン～練習課題の作成

第15回目 まとめ

評価方法 100点満点として、課題作成30点、期末試験70点で評価を行う。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール サウンドエンジニア
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講義名 ProTools実習Ⅱ

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 後期 講義区分 実習

時間 45.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 1

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 寺尾 修一郎　舟橋 亜里紗

到達目標
★Pro Toolsの応用技術の習得する
★創作するツールとしての理解を深める

授業概要

「Pro Tools実習Ⅰ 」で学んだ基礎を軸として、応用した使用方法やより創作的な機能を学びます。Pro Tools

は技術者（エンジニア）が使うだけのものではなく、創作者（クリエイター）にも多く使われています。創造す
るためのツールとして知識を深め、Pro Toolsの多様性を理解し、専門的なノウハウを身につけます。

授業計画

回 内容

第1回目 楽曲制作での基本使用方法

第2回目 楽曲の編集

第3回目 トラックの応用機能

第4回目 マルチトラックでの編集

第5回目 MIDIの基礎知識

第6回目 バーチャルインストゥルメントの基本

第7回目 MIDIレコーディング

第8回目 MIDIデータの編集、オーディオ化

第9回目 ビデオのインポート

第10回目 ビデオとオーディオの編集

第11回目 トラックのフリーズ・バウンス・コミット

第12回目 オーディオ・ビデオ・MIDIの各データの併用

第13回目 自由練習

第14回目 総合課題

第15回目 まとめ

評価方法 100点満点として、課題作成30点、期末試験70点で評価を行う。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 サウンドエンジニア
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講義名 エレクトロニクス実習

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 後期 講義区分 実習

時間 60.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 1

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 嶋田　実

到達目標
★電気にしたしむ
★テスタの使い方を覚える
★工具の使い方を覚える

授業概要

音響の機材は電気製品です。電気で動いています。電気のことがわかると、より機材のことがわかるようにな
り、より機材を使いこなせるようになります。トラブルにも対応できるようになります。機材やケーブルを直し

たり、新しく作ったりもできます。
電気の授業というと記号や数式ばかりでとっつきにくいイメージが強いかもしれませんが、苦手な人向けに進め
ていきますので、いやがらずに電気と仲良くしてあげて下さい。

もしかすると現場で一番必要とされるテスタや工具の使い方も勉強しましょう。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス

第2回目 レポートの書き方

第3回目 グラフの描き方

第4回目 工具の使い方

第5回目 実験の進め方

第6回目 オームの法則

第7回目 トランジスタの静特性測定

第8回目 オシロスコープの使い方

第9回目 インピーダンスの測定

第10回目 トランジスタアンプの特性測定

第11回目 ネットワーク回路の特性測定

第12回目 はんだ付け実習

第13回目 テスタの製作

第14回目 キャノンケーブルの製作

第15回目 テスタの使い方

評価方法 レポート60点、製作実習20点、平常点10点、試験 10点

参考書・教材
『新電気実験（第2版）』

編著者：嶋田実他　発行：学校法人東放学園

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 ビデオ制作

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 後期 講義区分 実習

時間 45.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 1

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 山本　淳一

到達目標
★クリエイティブセンスのスキルを向上する。
★チームワークの育成と大切さを理解する。
★モノ創りにおけるうえでの段取りの重要性を認知する。

授業概要

PV、ドラマ、バラエティー等の映像作品を作る授業です。多少のルールは有りますが、そのルールを守りながら
みなさんの思うままの作品を作ってください。制作チームを組んで、みんなで企画を練り、準備をして撮影する

事で、モノを作るうえでのチームワークや段取りの重要性や楽しさを学び体験してください。半年後、作品が完
成した時にクリエイターとしての感動、達成感を味わってください。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス 過去の作品の上映

第2回目 グループ作り 企画会議

第3回目 企画会議、企画書コンテの書き方

第4回目 企画会議

第5回目 企画会議

第6回目 撮影

第7回目 撮影

第8回目 撮影

第9回目 撮影

第10回目 編集

第11回目 編集

第12回目 編集

第13回目 編集

第14回目 編集

第15回目 作品発表上映会

評価方法 作品提出（40 点）+ 授業への参加意欲の平常点（50 点）+ 努力点（10 点）＝100 点

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール 映画監督
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講義名 レコーディング基礎演習

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 後期 講義区分 演習

時間 45.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 1

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 柿沼　響

到達目標
★音響技術の基礎知識と最低限のマナーを習得する。
★レコーディングスタジオのシステムと基本的な作業の流れを理解する事が出来る。
★音の違いを意識して聴くことが出来る

授業概要

音楽作品を制作するためには、様々な技術と知識が必要である。
収音をする際には多くのマイクを取り扱い、録音や編集、ミキシングにおいてはＤＡＷとして業界で広く使用さ

れているPro Toolsを速く正確に操作できることが求められる。この実習ではレコーディング作業で必要な音響
機器の基本的な操作と作業の流れを学ぶ。

授業計画

回 内容

第1回目 前期の復習

第2回目 ラジオ放送システムの概要

第3回目 インラインコンソールについてⅠ

第4回目 インラインコンソールについてⅡ

第5回目 モニターリバーブについて

第6回目 レコーディングにおける ProTools の設定および基本操作

第7回目 オーバーダビングについて

第8回目 様々なマイクの聞き比べ

第9回目 楽器レコーディングのためのシミュレーション

第10回目 Drum レコーディング セッティング

第11回目 Drum サウンドチェック

第12回目 Cue システムについて

第13回目 AGt、Vocal レコーディング セッティング

第14回目 AGt、Vocal レコーディング

第15回目 ミックスダウン【作品提出】

評価方法 100点を満点として提出物30点 技術の習得度40点 授業への参加意欲の平常点が30点の合計で評価を行う

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有
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講義名 PA基礎演習

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 後期 講義区分 演習

時間 45.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 1

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 恵木　健太郎

到達目標
★積極性や考える力を身に付け、現場に出たときに率先して動けるようにする
★PAシステムの信号の流れを理解し、基本的な作業を習得する。
★アナログコンソールとデジタルコンソールの違いを理解する。

授業概要

コンサート、ライブ、舞台音響などのPAには、それらに伴う様々な技術が必要となる。マイク、ミキサー、アン
プ、スピーカーなどの機材を配線し、ミキシングしていく。

これらの機器を取り扱い、自分のイメージする音を出すには、技術と知識が必要になってくる。この授業では実
際に自分たちでPA機材を操作し、音を出しながら勉強していく。

授業計画

回 内容

第1回目 前期の復習/デジタルコンソールについて

第2回目 Q1/Q-Subシステムについて

第3回目 P.EQ/G.EQについて

第4回目 VCA/Group/Matrixについて

第5回目 ダイナミクス系エフェクターについて

第6回目 様々な楽器へのマイキング

第7回目 HDRを使用してのミキシングⅠ

第8回目 HDRを使用してのミキシングⅡ

第9回目 モニターへの送り返しについて

第10回目 Drumsの組み方

第11回目 ワイヤレスマイクの扱い方

第12回目 バンドセッティングⅠ

第13回目 バンドセッティングⅡ

第14回目 舞台機構調整技能士３級実技について

第15回目 ケーブル巻き確認【実技テスト】

評価方法 100点満点として授業への参加意欲の平常点が60点・技術の習得度40点で評価を行う。

参考書・教材 資料等のプリントを、適宜配布する。

備考 音響作業に適した動きやすい服装で参加すること。

実務経験有無 実務経験有
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講義名 TV音声・MA基礎演習

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 後期 講義区分 演習

時間 45.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 1

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 舟橋　亜里紗 鈴木　梨央

到達目標
★音響技術の基礎知識と最低限のマナーを修得する。
★音響機器の信号の流れを理解しＭＡ、ＥＮＧ音声の基礎技術を修得する。

授業概要

ＴＶや映画、ＣＭなど映像を伴う作品で用いる音響技術を幅広く学ぶ。
ＴＶ音声では、放送業界での音声について信号の流れなど基礎知識を習得する。映像コンテンツが増加傾向にあ

る近年、音楽と映像の融合がより重要視されていることから、デジタルミキサーやPro Toolsを用いて映像に音
入れ等を行う。また、ナレーションの録音などＭＡの基礎知識を修得する。
音声から作品が完成するまでに必要な知識を修得する。

授業計画

回 内容

第1回目 前期の復習

第2回目 ＥＮＧ音声Ⅰ・ＥＮＧのセットアップ

第3回目 ＥＮＧ音声Ⅱ・校内収録

第4回目 ＥＮＧ音声Ⅲ・プリプロダクションについて

第5回目 プリプロダクションからポストプロダクションでのワークフロー

第6回目 MAスタジオ・コンソールの使い方

第7回目 MAスタジオ・MA作業の流れについて

第8回目 ＭＡ作業Ⅰ・ＭＡ起こし

第9回目 ＭＡ作業Ⅱ・選曲、効果音作成

第10回目 ＭＡ作業Ⅲ・音入れ①

第11回目 ＭＡ作業Ⅳ・音入れ② ナレーション録音

第12回目 ＭＡ作業Ⅴ・ミックスダウン①

第13回目 ＭＡ作業Ⅵ・ミックスダウン②

第14回目 ＭＡ作業Ⅶ・MA戻し まとめ

第15回目 Dolby Atmos

評価方法 100点満点として、課題提出で20点、学習意欲や参加意欲で80点として評価を行う。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有
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講義名 進級制作

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 通年 講義区分 実習

時間 120.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 1

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 小山内 宙　恵木 健太郎　舟橋 亜里紗　柿沼 響　鈴木 梨央　菊地 流星

到達目標
★自分たちで企画し、レポートや音響制作物、動画などの作品を制作、完成させることが出来る。
★学習の成果を他者へわかりやすく発表することが出来る。
★指導教員やともに学ぶ仲間と意見を交わすことで制作内容を高めることが出来る。

授業概要
学習の成果をまとめ、研究、制作、発表することで時間数認定を行う。グループで企画し、その内容により指導
担当職員を決定する。指導教員と制作内容についての精査及び指導を随時行ったうえでの発表とする。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス

第2回目 企画①

第3回目 企画②

第4回目 企画提出

第5回目 企画発表準備

第6回目 企画発表

第7回目 作品制作①

第8回目 作品制作② 指導教員による確認①

第9回目 中間発表準備

第10回目 中間発表

第11回目 作品制作④

第12回目 作品制作⑤

第13回目 発表準備

第14回目 制作展発表(学校の状況を鑑みながら実施を検討します)

第15回目 発表についての意見交換

評価方法 指定された日程での制作の進行40点 制作展での発表、制作物の出来映え40点 受講姿勢20点

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 音響機器概論Ⅰ

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 1

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 内藤　重利

到達目標
★音の入口から出口までに関わる音響機器の種類と特徴を知る。
★音響機器の基本動作原理を理解し、正しく扱うための考え方を身につける。

授業概要

音響機器に関する特別な知識がなくとも触れてきた音楽を、これからは制作者として人を楽しませることが出来

るように、様々な機器の特徴や使用法などを理解し、自分のイメージした音創りが目指せるようにする。
この授業では、音に関わる現場で触れる音響機器の基本的な知識と考え方を身につけ、実際にその機材を使いこ

なすことが出来るようになることを目標とする。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス（実習で使用する機材紹介、扱い方、電源コンセント、注意事項）

第2回目 信号伝送系、入出力回路（位相、バランス、アンバランス）

第3回目 ケーブルとコネクター（種類、構造、マイク・ラインレベル）

第4回目 マイクの種類、構造、特徴Ⅰ（ダイナミック、コンデンサー、リボン等）

第5回目 マイクの種類、構造、特徴Ⅱ（指向性、スペック、ステレオマイク）

第6回目 マイクの種類、構造、特徴Ⅲ（ヘッドアンプ、DI、マイクセッティング）

第7回目 小テストと解説

第8回目 スピーカーシステムⅠ（エンクロージャー、ユニット、ネットワーク）

第9回目 スピーカーシステムⅡ（パワーアンプ、サウンドシステム）

第10回目 ミキシングコンソールⅠ（モジュール構成、信号の流れ）

第11回目 ミキシングコンソールⅡ（パッチベイ、周辺機器とのつながり方）

第12回目 オーディオシステム（スピーカー、ケーブル、電源）

第13回目 オーディオシステム（サラウンド、ヘッドホン、イヤホン）

第14回目 まとめ

第15回目 期末テスト

評価方法 100点を満点として、期末筆記試験を基準とし、平常点を20点まで評価加算をする。

参考書・教材
『サウンドレコーディング技術概論 2023年版』
編集：高橋邦明　発行：一般社団法人日本音楽スタジオ協会

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール 業界団体職員
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講義名 音響機器概論Ⅱ

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 後期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 1

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 内藤　重利

到達目標
★音響機器で得られる効果や調整方法を理解し、イメージした音創りが出来る準備をする。
★昔から使用されている機材から最新の機材を学び、それぞれのメリットを活かした選択が出来るようにする。

授業概要

CD、音楽配信、コンサート、映像作品などの音楽は、音響効果を得るための様々なエフェクターや必要に応じた

フォーマットに対応する録音機器が使用され私たちの耳に届いている。音楽作品の提供される形が多様化してい
る現在、制作現場で使用されている機材も数限りなく、その中でエンジニアは（音楽）の持つ魅力を引き出し、

さらに自分がイメージした作品を生み出すために、それらの機器を的確に使いこなさなければならない。
この授業では、今まで使われてきた代表的なエフェクターを種類別に取り上げ、実際の使用方法について解説し
ていくと共に、将来的にデジタルシステムへの対応が出来るようにデジタル機器の基礎について説明をしてい

く。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス（色々なエフェクターの紹介）

第2回目 ディレイ

第3回目 リバーブ

第4回目 イコライザー

第5回目 コンプレッサー、リミッターとその応用

第6回目 ノイズゲート、エキスパンダーとその応用

第7回目 その他の様々なエフェクターと組合せの注意点

第8回目 小テストと解説

第9回目 アナログ機器（磁気テープ、テープレコーダーの構造）

第10回目 デジタル機器Ⅰ（フォーマット、AD/DA、リファレンスレベル）

第11回目 デジタル機器Ⅱ（デジタルテープレコーダー、DAW、レーテンシー）

第12回目 デジタル機器Ⅲ（バッファー、デジタル伝送、クロック）

第13回目 デジタル機器Ⅳ（デジタルコンソール、圧縮、エラー訂正について）

第14回目 まとめ

第15回目 期末テスト

評価方法 100点を満点として、期末筆記試験を基準とし、平常点を20点まで評価加算をする。

参考書・教材
『サウンドレコーディング技術概論 2023年版』

編集：高橋邦明　発行：一般社団法人日本音楽スタジオ協会

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール 業界団体職員
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講義名 音響基礎技術論

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 1

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 恵木　健太郎

到達目標
★音響技術演習の予習と復習
★実習内では説明しきれない情報の補足

授業概要

音響機材を実際に触ることの出来る実習の時間はとても貴重である。よって音響技術演習内でもなるべく機材に

触れる時間を増やしたいのだが、どうしても機材説明の時間が多くなってしまう。なぜなら音響機材は使用方
法、配線、電源の入れ方などを間違えると壊れてしまうからだ。初心者は必ず説明、注意事項を聞かなければな

らない。このように実習内の説明をなるべく減らして作業する時間を増やす為や、音響機材の知識をより深める
補足の為にこの音響技術論がある。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス（実習授業の注意事項とマナーについて）

第2回目 ケーブル、コネクタ、マイクスタンドの種類

第3回目 コンパクトミキサーについて

第4回目 配線時の信号の流れについて

第5回目 レコーディングスタジオのシステムⅠ

第6回目 レコーディングスタジオのシステムⅡ

第7回目 デジタルコンソールについてⅠ

第8回目 デジタルコンソールについてⅡ

第9回目 仮設音響システムⅠ

第10回目 仮設音響システムⅡ（AUX ／エフェクタ）

第11回目 仮設音響システムⅢ（AUX ／モニタースピーカ）

第12回目 様々なマイク／回線チェックについて

第13回目 ラジオ番組について（Cue sheet ／台本）

第14回目 まとめ

第15回目 筆記テスト

評価方法 100点満点として、筆記試験70点、提出物の評価、平常点30点で評価を行う。

参考書・教材 資料等のプリントを、適宜配布する。

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 ベーシックアコースティクス

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 1

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 津曲　健仁

到達目標
★音響学の基本的な用語を学び意思疎通に使えるようにする。
★心理的に捉えた音の特徴と物理的なデータの特徴との関連を見極められるようになる。
★目的の音や音場の実現のためにどんな物理的な操作が有効かを考察できるようになる。

授業概要

フルートの音とピアノの音は何が違っているのか、畳の部屋とホールでは音の伝わり方や聴こえ方はどう違うの
か、まずは分析し把握することから音づくりは始まります。

たとえば、ピアノの音色は機材の操作によって容易に変化をつけることができますが、フルートでは思ったほど
の変化が得られないことがあります。それはなぜでしょうか。録音したセリフをそのまま映像にはめると不自然
な音に感じることがあります。それはなぜでしょうか。こうした「なぜ」を解決する糸口を掴むには経験と知

識、あるいは感覚と思考のバランスが肝要です。
講義では、音の発生・伝播．感受の過程での、物理的・生理的・心理的側面からの捉え方や考察の仕方を学びま

す。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス

第2回目 音の捉え方（定義、三要素と物理量）

第3回目 波の計算（c, ƒ，Τ，λ など）

第4回目 音の高さとその感じ方

第5回目 音の大きさとその感じ方

第6回目 ヒトの感覚と対数、指数

第7回目 音色と周波数成分

第8回目 音階の生成（弦の振動と気柱の共鳴）

第9回目 聴覚と視覚、脳による補完

第10回目 聴覚にまつわる諸効果

第11回目 ドップラー効果

第12回目 音源の形状と音の広がり方、減衰

第13回目 音場の評価と補正

第14回目 電気音響と機器の特性

第15回目 まとめ

評価方法 期末試験（記述問題・選択肢問題混在：100点満点）による。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール 第一級陸上無線技術士、第三種電気主任技術者　取得者
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講義名 オーディオエレクトロニクス

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 後期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 1

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 津曲　健仁

到達目標
★音響技術者に必須の電気に関する基礎知識を習得する。
★早くそして確実に解くための技術を身につける。
★数式だけに頼らず解決するためのイメージカを身につける。

授業概要

よく、法則や公式を覚えこれにうまく数値を当てはめることができて正解が得られると「わかった」と錯覚して
しまうひとがいます。これでは、たとえ試験で点数が取れたとしても実務でそれらを役立てることはできませ

ん。
そこでまずは、すでに「わかっている」と思っていることが本当にわかっているのかどうかを確認するところか
ら始めます。さらには適切なイメージを思い描いて考察する練習を行います。イメージは大事です。そしてイメ

ージと計算式をどう組み合わせて扱うかのバランスがまたとても大事です。
扱う内容は至極基本的なものばかりです。例えば、電流とは何をどう測った量なのか、電位と電圧はどう違うの

か、抵抗値とは何を表しているのか、などなど…これらの解説にたっぷりと時間をかけます。
基本を抑えて足場をしっかりと固めておけば、その先を学ぶ必要ができたときにも物怖じせずに自信を持って取
り組めるはずです。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス（なぜ電気を学ぶのか、その必要性と学び方）

第2回目 電気で扱う量1（電流、ボルトで計る量）

第3回目 電気で扱う量2（電力と電力量）

第4回目 電池

第5回目 コンセント

第6回目 抵抗

第7回目 回路の計算

第8回目 デシベル（対数を使わないアプローチ）

第9回目 ボリュームとパンポット（回路と特性）

第10回目 音と電気の変換（電磁誘導と電磁力）

第11回目 機器の接続1（入力と出力、レベルの大きさ）

第12回目 機器の接続2（インピーダンス整合）

第13回目 半導体と半導体素子

第14回目 オペアンプ

第15回目 D級アンプ（PWM、リニアアンプとの違い）

評価方法 期末試験（記述問題· 選択肢問題混在：100 点満点）による。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール 第一級陸上無線技術士、第三種電気主任技術者　取得者

javascript:__doPostBack('ucSubHeader$mySubHeaderV2$btnPrint','')
javascript:
javascript:__doPostBack('ucSubHeader$mySubHeaderV2$btnClose','')


講義名 映像・音響技術基礎

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 後期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 1

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 岡村　朗

到達目標
★基礎的な映像技術や音響技術を習得する
★最新のデジタル映像技術や音響技術、ネットワークのしくみを理解する
★映像音響処理技術者資格認定試験にチャレンジできる学力を身につける

授業概要

映像作品を楽しむ方法はいろいろあります。テレビ放送はもとより、劇場で映画を楽しんだり、インターネット
で配信される動画を視聴している人も多いと思います。また、ライブ会場に行けばステージには巨大なスクリー

ンで映像が映し出され、世の中には映像があふれていると言ってもいいでしょう。つまり将来どんな職業に就い
たとしても、映像技術の知識は必要不可欠となっています。この授業では、基礎的な映像・音響技術の知識を習
得し、3D・VRといった立体映像やサラウンドなどのイマーシブオーディオを含めた、最新のデジタル技術やネッ

トワークのしくみを理解することを目的としています。そしてJPPA主催「映像音響処理技術者資格認定試験」に
チャレンジできる学力を身につけることができます。

授業計画

回 内容

第1回目 映像作品を楽しむ方法とその技術

第2回目 デジタルテレビ放送

第3回目 映像技術のしくみ

第4回目 映像・音声信号のデジタル化

第5回目 映像・音声信号の圧縮とコーデック

第6回目 デジタルシネマと光ディスクのしくみ

第7回目 パソコンとインターネットの基礎知識／ネット動画のしくみ

第8回目 立体映像とイマーシブオーディオ／3D,VR映像やサラウンド音響など

第9回目 映像機材の原理／ディスプレイ、ビデオスイッチャー、ビデオカメラ

第10回目 制作技術／撮影現場の技術職

第11回目 映像のポストプロダクション／映像編集と合成の基礎知識

第12回目 音声のポストプロダクション／音響効果・MA

第13回目 放送作品が完成したあとの業務と納品フォーマット

第14回目 期末試験解説／映像音響処理技術者資格認定試験の説明

第15回目 期末試験実施（オンライン）

評価方法 期末試験（100点満点）および授業への取り組み姿勢

参考書・教材 『映像技術の基礎知識 改訂増補版』（教科書販売で配布）

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 楽器論

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 1

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 牧野　信博

到達目標
★ライブ・コンサート・レコーディングでよく使われる楽器の構造を理解する
★楽器が持つ音の性質や演奏技法による音の変化を理解する

授業概要

この授業では、楽器の種類・特性・役割・演奏方法について学習する。

具体的には、様々な楽器の種類や構造を実際の楽器や映像を見て学ぶ。
又、実際にミュージシャンの演奏を見て聴き、演奏技法による音の変化や演奏家の立場からの意見を学ぶ。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス・アンケート

第2回目 ピアノ

第3回目 ベース

第4回目 ギター（アコギ）

第5回目 ギター（エレキ）

第6回目 ドラム

第7回目 パーカッション

第8回目 チェロ

第9回目 バイオリン

第10回目 雅楽（琴、三味線等）

第11回目 ボーカル（ポップス）

第12回目 ボーカル（クラシック）

第13回目 映像における楽器・音楽の役割1

第14回目 映像における楽器・音楽の役割2

第15回目 まとめ

評価方法 授業内提出レポートの内容による評価点100点

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール 音楽プロデューサー、アレンジャー、ピアニスト
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講義名 業界特別講座

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 後期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 1

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 小山内　宙

到達目標
★さまざまな音響技術のエンジニアから現場の話を聞く
★就職や進路について考える

授業概要

この講座は、さまざまな音響現場で活躍しているエンジニアをゲストに迎え、技術や知識はもちろん、現場で経

験した多くの体験を聞き、就職や進路の参考にしてもらうための授業です。ゲストのエンジニアは有名アーティ
ストや大きなイベントに関わった人たちばかりです。ただ話を聞くだけでなく、質問や相談をたくさん用意し

て、積極的に講義に臨んで欲しいと思います。自分の目指す音響技術の現場がどんなところかをこの講義で感じ
て下さい。

授業計画

回 内容

第1回目～15回目 ※講義は、毎回ゲストを招いての授業となります。

評価方法 100点満点として、課題レポート70点、授業への取り組み30点で評価を行う。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 就職講座Ⅰ

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 1

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 山田　朗

到達目標
★自分の良いところや頑張ってきたことを整理する
★働く意義や目的を考える
★就職に必要な履歴書が作成できるようにする

授業概要

就職活動というドラマの登場人物は、自分（あなた）と相手（企業）しか出てきません。まずは、自分の良いと
ころや頑張ってきたことなどが、きちんと相手に伝わるように整理してみましょう。また、就職＝働くというこ

とはどんな意味があるのでしょうか。お金のため？生活のため？もちろんそれも大切です。好きなことをした
い。自分の興味のあることを仕事にしたい。それも重要なことかも知れません。でも、そこには必ず他者（働く
仲間やお客さま）の存在があります。就職に限らず、社会人として世の中に出るためには、この周囲の人々との

関わりの中で、いかに自分らしく生きていくかが大切なのです。そのためにはどうしたらよいか、それを一緒に
考えていきましょう。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス／就職講座授業履修の注意点

第2回目 自己理解① 私ってどんな人?

第3回目 自己理解② 自分を知る手がかり

第4回目 自己理解③ 過去を振り返ろう!

第5回目 自己理解④ なぜ働くの?

第6回目 仕事理解① ケーススタディで学ぶ実際の仕事

第7回目 仕事選択～未来に向けて① 模擬店を出そう!

第8回目 仕事選択～未来に向けて② キャリア・プラン

第9回目
履歴書の作成① 履歴書左側を書いてみる
～自分の経歴を整理する

第10回目
履歴書の作成② 自分の頑張ったこと探し

（自己PRの洗い出し）

第11回目
履歴書の作成③「自己PR」「趣味・特技」
「PCアプリケーション及び機材の使用経験」

「自由記入欄」の記入の仕方

第12回目 履歴書の作成④ 課題作成①

第13回目 履歴書の作成⑤ 課題作成②

第14回目 履歴書の作成⑥ 課題作成③

第15回目 電話のかけ方、送り状、メールについて社会人のマナー／アルバイト応募について

評価方法 100点満点として、授業への参加意欲を60点、課題提出を40点として評価する。

参考書・教材 『未来ノート／就職活動の手引き』

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 就職講座Ⅱ

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 後期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 1

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 山田　朗

到達目標
★働くために必要な労働法を学ぶ
★業界研究や職種研究、企業研究を行い、志望企業に対する履歴書を完成させる
★求人票の見方や応募方法を学び、面接対策や社会人基礎力を身に着ける

授業概要

就職活動というと、闇雲に履歴書を書くイメージがありますが、就職活動で重要なのは情報収集です。
業界研究や企業研究をして、あこがれだけではない志望動機の作成を行います。また、労働法の学習をして、求

人票の記載条件が正しく理解できるようにします。さらには企業訪問や面接対策など、実際の就職活動に必要な
知識を習得していきます。この授業では、半年後に迫った就職活動をスタートさせるために必要なノウハウを、
しっかり身に着けて、それを活かしながら2年次にスタートダッシュがきれるように準備していきます。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス/就職情報サイトの使用方法説明

第2回目 業界研究・企業研究・企業研究について

第3回目 労働法を学ぼう

第4回目 求人票の見方と給与、福利厚生

第5回目 企業研究（実践編）/企業研究ノートの作成

第6回目 志望動機の作成

第7回目 面接対策① 就職活動の面接対策（基本編）

第8回目 面接対策② 面接で聞かれる質問33

第9回目 面接対策③ WEB面接の注意点・最終面接で聞かれる質問

第10回目 筆記試験の種類と対策/作文試験について

第11回目 企業へのアプローチ

第12回目 就職活動のプロセスと考え方

第13回目 今後の就職活動に向けて ～志望企業に辿り着くための考え方～

第14回目 履歴書の全面作成①

第15回目 履歴書の全面作成②

評価方法 100点満点として、授業への参加意欲を40点、課題提出を60点として評価する。

参考書・教材 『就職活動の手引き』

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 特別講座Ⅰ

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 通年 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 1

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 小山内　宙

到達目標
★エンターテインメントにおける、最先端の技術やスキルを習得する
★実際の公演（コンサートやミュージカルなど）を観る事で、自身の可能性や感性を広げていく
★目指す仕事への意識を高める

授業概要
年間を通じて開講される特別授業です。
実際のコンサートやミュージカルの観覧、現役エンジニアやスタッフによるセミナーなど、エンターテインメン

トの分野に関わる内容で実施されます。

授業計画

回 内容

授業計画

履修登録から成績認定までの流れ
① 参加する

自分の好奇心が必要です。興味を刺激して様々なものに参加してみましょう。
・体験…コンサート、ミュージカルの鑑賞（学校を通しての要予約・定員あり）
・学ぶ…様々な『音』に関する職種を知り、聞き出す（学校を通しての要予約・定員あり）

・動く…自分で鑑賞や体験ものの企画を立てる（チケットが存在するもののみ可）
② 報告書にまとめる

「いつ、どこで、何を見て、感じ、今後に生かすか」を自分の言葉でまとめてみましょう。就職したら求められる「報告・連
絡・相談」のシミュレーションも兼ねています。
③ 成績認定に関して

1回の参加からレポート提出で最高10ポイントが与えられます。
100 ～ 85ポイント A / 84 ～ 70ポイント B / 69 ～ 60ポイント C / 59 ～ 50ポイント D

49ポイント以下はF評価となり、時間数の取得はできません。
※提出〆切の遅れや書類不備、欠席などはポイント減点の対象となります。
また、個々に参加するイベントも異なる可能性があるため、自分が参加したものと点数の管理が求められます。

この科目に関する連絡は掲示を通して行います。また、質問や相談があれば清水橋校舎・職員室を訪ねてください。

評価方法 レポート／内容の理解度・習得意欲等の平常点

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 アニメ音楽史

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 後期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 1

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 澄川　龍一

到達目標
★60年以上にわたるアニメーションにおける音楽の歴史を学ぶ
★アニメ音楽の観点から日本の音楽の歴史を学ぶ
★現在の音楽シーンの動きを、アニメ音楽の視点から学び、今後のシーンの動向を考える

授業概要

今から60年前の1963年に放送された初の国産TVアニメ「鉄腕アトム」以降、日本のアニメと音楽は日進月歩で成
長を遂げ、現在は日本のみならず、世界中でさまざまな層に支持される一大カルチャーへと発展しました。なか

でも近年はアニメ音楽＝アニソンは、現代音楽シーンにおいてもさまざまなサブカルチャーと交流して、現在シ
ーンの中心となる興味深い進化を遂げています。その進化の過程を各年代、ジャンルなどトピックごとに分け、
アニソンがどのようにして発展を遂げてきたのかを解説します。そこから現代音楽シーン、また2020年代の音楽

シーンの動向を伺っていきます。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス／現代アニソンの現在地

第2回目 1960-70年代／アニメ音楽のあけぼの

第3回目 1980年代／アニメ新世紀宣言

第4回目 1990年代／アニソンと声優文化のニューウェイヴ1

第5回目 1990年代／アニソンと声優文化のニューウェイヴ2

第6回目 2000年代／現代アニソンの勃興1

第7回目 2000年代／現代アニソンの勃興2

第8回目 2010年代／新世代のアニソン

第9回目 2010年代／ネットミュージックの歴史

第10回目 レーベルとクリエイター

第11回目 アニソンライブの歴史

第12回目 ゲーム音楽とアニソン

第13回目 アニメ音楽における劇伴

第14回目 2020年代のアニソン

第15回目 おわりに

評価方法
平常点を70点（簡単な授業の感想提出を希望）、最終講義でのレポート（アニメアーティスト・楽曲のレビュー
を予定）提出を30点とし、合計点数で成績評価する。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール アニメ音楽ライター
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講義名 音楽理論

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 1

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 渡辺　英一

到達目標
★音楽的一般教養を理解、習得する
★構成譜を追える程度の読譜力を習得する
★リズム表記の基本、ドラム譜（3点set）における読譜力を理解、習得する

授業概要

音楽関係の仕事を志す人たちの為の一般教養的な楽典の講座です。楽典とは楽譜上での約束事やその仕組み、読
み取り方などをまとめたもの（≒理論）です。作・編曲家が主に譜面を書くわけですが、その譜面から情報

（作・編曲家の意図）を読み取るのはミュージシャンだけの仕事ではありません。音楽を創り上げていく段階で
たくさんの人が直接または間接的に関わってゆくものなのです。本講座では音響技術科のみなさんに的を絞った
内容になっています。楽典に接することで今までと違った角度から音楽が楽しめるようになれると思いますの

で、ぜひトライしてみてください。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス

第2回目 五線、音楽記号、音名、変化記号（臨時記号）、異名同音①

第3回目 五線、音楽記号、音名、変化記号（臨時記号）、異名同音②

第4回目 調（key signature）

第5回目 音符・休符、小節線、拍子記号

第6回目 拍子に沿ったリズムの表記

第7回目 反復記号、略記法

第8回目 読譜課題（テンポと演奏時間、調と調名について）①

第9回目 読譜課題（テンポと演奏時間、調と調名について）②

第10回目 読譜課題（テンポと演奏時間、調と調名について）③

第11回目 読譜課題（テンポと演奏時間、調と調名について）④

第12回目 ドラム譜における拍子記号に沿った記譜法・ドラム3点セットでのリズムパターン聴き取り ①

第13回目 ドラム譜における拍子記号に沿った記譜法・ドラム3点セットでのリズムパターン聴き取り②

第14回目 ドラム譜における拍子記号に沿った記譜法・ドラム3点セットでのリズムパターン聴き取り③

第15回目 テスト

評価方法 100点満点として、記述試験70点ほどと・参加意欲を含めた平常点30点ほどで評価を行う。

参考書・教材 テキスト、課題曲譜面等を適宜配布

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール ギタリスト
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講義名 著作権ビジネス

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 1

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 奈木野　浩

到達目標
★著作権制度の基本を理解し、著作物への理解を深める
★音楽を主体にエンターテインメントの権利ビジネスの仕組みを理解する
★アーティストにまつわる権利ビジネスや契約形態を理解する

授業概要

「著作権」というと堅いイメージですが、作品の価値を理解し、権利を学ぶことでビジネスにも応用できます。
この講義では法律を学ぶのではなく、エンタメ業界で作品を取り扱うときに必要な権利を知ることが目的です。

音楽に限らず Web や YouTube、SNS など様々なコンテンツを個人レベルでも制作できる時代です。他人の著作
物を使用していた…とならないように気を付けなくてはなりません。ましてや音楽業界プロの現場でそれは許さ
れません。「著作権」の基本的な考え方を学び、能動的に考えながら、理解を深めていくような講義を展開して

いく予定です。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス（講義内容説明）

第2回目 著作権って何？

第3回目 著作者の概要

第4回目 著作物の例示（どんな種類があるの？）

第5回目 著作権の保護期間（権利はいつまであるの？）

第6回目 著作隣接権について

第7回目 アーティストにまつわる契約と業界関係

第8回目 音楽出版社って何？

第9回目 JASRAC って何？

第10回目 中間小テスト、課題レポート

第11回目 ベルヌ条約と万国著作権条約

第12回目 放送で音楽が使われた場合（二次使用について）

第13回目 著作物が自由に使えるケース

第14回目 インターネット時代の著作権

第15回目 まとめ、課題レポート

評価方法 2回の試験（中間小テスト・学期末）また課題レポート80%を主体とし、平常点20%を加味した総合評価を行う。

参考書・教材 特になし。　講義内容ごとに参考プリントなどを配布予定。

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 コンサート映像鑑賞

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 後期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 1

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 恵木　健太郎

到達目標
★様々なコンサート映像をエンジニアの目と耳で鑑賞する方法を習得する。
★邦楽、洋楽、ジャンル、年代問わず、様々な音楽に触れて聴かず嫌いを無くし、音楽の引き出しを増やす。
★歴史的に有名な過去のコンサートから最新のコンサートを鑑賞することで技術の進化を学ぶ。

授業概要

コンサート映像には音響エンジニアを目指す人に必要な情報が詰まっているが、通常生活の中でコンサートだけ
でなく、ミュージカル、フェスティバル、映画などの映像を、普通に家のテレビ、パソコン、スマホなどで何気

なく観るだけでは気付かないことが多い。エンジニアの目と耳で観るアドバイスをして、映像ごとに観るチェッ
クポイントや大事なエピソードを伝えていくと、段々と日常でも見方が変わってくる。プロジェクターを使用し
た大スクリーンの映像と、高音質のスピーカーで観るコンサート映像の迫力と素晴らしさに感動して欲しい。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス

第2回目 日本と海外のコンサートの違い

第3回目 邦楽大規模コンサート

第4回目 海外大規模コンサート

第5回目 邦楽最新コンサート

第6回目 海外最新コンサート

第7回目 コンサート映像から学ぶ音響機材

第8回目 コンサート映像から学ぶミックスバランス

第9回目 様々な音楽ジャンル①

第10回目 様々な音楽ジャンル②

第11回目 日本の有名なフェスティバル

第12回目 海外の有名なフェスティバル

第13回目 日本の歴史に残るコンサート

第14回目 海外の歴史に残るコンサート

第15回目 コンサートドキュメンタリー

評価方法 100点満点として、提出物80点、平常点20点で評価を行う。

参考書・教材 資料等のプリントは適宜配布する。

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 レコーディングスタジオ実習

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 前期 講義区分 実習

時間 60.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 2

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 柿沼　響

到達目標
★バンド録音のセッティングから本番までを自分たちだけで行う事ができる。
★スタッフや演奏者とコミュニケーションをとり、スムーズに作業を進める事が出来る。

授業概要

1年次で身につけた音響全般の基礎的な技術をベースにレコーディング技術を専門的に学ぶ。

レコーディング作業を行なううえで必要なコミュニケーション力を養い、バンド録音などを行なうことでミキシ
ングコンソールやＤＡＷの実践的な操作方法を学ぶ。演奏者とエンジニアが協力し、音楽作品を生み出していく

魅力を感じてもらいたい。

授業計画

回 内容

第1回目 スタジオシステム

第2回目 コンソール・シグナルルーティング

第3回目 Pro Toolsセッティング、オペレーションについて

第4回目 レコーディング作業の進行について

第5回目 モニターバランスについて

第6回目 Drumsレコーディング

第7回目 A.Gtr、Keyレコーディング

第8回目 Vocalレコーディング

第9回目 4リズムセッティング

第10回目 4リズムサウンドチェック

第11回目 バンド・リズムレコーディング

第12回目 バンド・オーバーダビング

第13回目 Pro Tools EDITについて

第14回目 ミックスダウン

第15回目 同期システムについて

評価方法 100点を満点として提出物20点 技術の習得度と授業への参加意欲を加味した50点 予習・復習課題30点

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有
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講義名 コンサートPA実習

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 前期 講義区分 実習

時間 60.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 2

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 祖父江 晃　松山 悠子　野中 琴美　加藤 博之　恵木 健太郎

到達目標
★デジタルコンソールを使用したPAシステムを理解する。
★オーディオネットワーク、ワイヤレス機材の基礎を理解する。
★ミュージシャンとの実践的サウンドチェックを習得する。

授業概要

1年次で身に付けた音響全般の基礎的な技術を使用してコンサートPAを専門的に学ぶ。今後PA業界で働くために
はデジタルコンソールの理解だけではなく、業界標準のオーディオネットワークの知識、ワイヤレスマイクやイ

ンイヤーモニターを含めたワイヤレスシステムの理解は必須項目なので、実習カリキュラムに組み込んでいる。
また、実際にミュージシャンを招いた実践的な実習を行うことにより、PAエンジニアの音作りや現場のマナーを
習得する。

授業計画

回 内容

第1回目 仮設PA の仕込み・電源について

第2回目 デジタルコンソールシステムⅠ

第3回目 デジタルコンソールシステムⅡ

第4回目 ラインアレイスピーカ・スタックについて

第5回目 スピーカチューニングについて

第6回目 ワイヤレスマイク、インイヤーモニターについて

第7回目 各班での回線表や仕込み担当打ち合わせ

第8回目 オーディオネットワークについて

第9回目 MTR音源を使用したバンドミックス練習

第10回目 デジタルコンソールのデータ打ち込み

第11回目 A.Gtrの弾き語りのセッティング・シミュレーション

第12回目 A.Gtrの弾き語りのサウンドチェック

第13回目 様々なマイク・D.I.の聴き比べ

第14回目 バンドセッティングでのサウンドチェックⅠ

第15回目 バンドセッティングでのサウンドチェックⅡ

評価方法 100点満点として、実習への参加意欲や、予習・復習・各班での打ち合わせの姿勢で評価を行う。

参考書・教材 資料等のプリントを、適宜配布する。

備考 音響作業に適した動きやすい服装で参加すること。

実務経験有無 サウンドエンジニア
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講義名 音響効果・MA実習

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 前期 講義区分 実習

時間 60.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 2

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 舟橋　亜里紗

鈴木　梨央

到達目標
★MA作業の流れを理解し、作品の演出意図に添ったミキシングを行う事ができる。
★映像に合った効果音をPro Toolsを用いて制作することができる。

授業概要
1年次で身に付けた音響の基礎的な技術を応用し、MAや音響効果について専門的に学ぶ。Pro Toolsを用いて実際
にナレーターを招いたレコーディングや音声編集、ミキシングなど実践的な演習を行う。映像において効果音も

重要であることから、スタジオ内で効果音を制作する。放送業界で用いる音響技術を学ぶ事で視野を広げる。

授業計画

回 内容

第1回目 MA作業について

第2回目 System T-S500について

第3回目 MA起こし

第4回目 Pro Tools、Media Composerのセットアップ

第5回目 MA起こし、BGM・SEのプランニング

第6回目 ブースマイクの立ち上げ、ナレーション録り

第7回目 効果音の収録Ⅰ

第8回目 効果音の収録Ⅱ

第9回目 MA作業Ⅰ

第10回目 MA作業Ⅱ

第11回目 MA作業Ⅲ

第12回目 System T-S500オートメーションについて

第13回目 Mix DownⅠ

第14回目 Mix DownⅡ

第15回目 MA戻し・まとめ

評価方法 100点満点として技術の習得度50点・授業へ参加意欲の平常点50点で評価を行う。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有
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講義名 Illustrator実習

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 前期 講義区分 実習

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 2

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 盛　雅弥子

到達目標
★Adobe Illustratorの基本的な操作・技術を習得する
★様々な機能を活用し、デザイン表現ができるようになる
★基礎的なデザイン知識を身につける

授業概要

言葉では表しきれない情報をより的確に伝える手助けとなるイラストレーション。
そのツールとなるのがAdobe Illustratorというソフトです。

デザインの現場だけでなく、幅広い場面で便利に使われています。
この実習で楽しみながら技術と知識を身につけていきましょう。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス（Illustratorとはどんなソフトか／データの取り扱いについて）、基本操作（選択ツール）

第2回目 カラーについて（CMYK）、オブジェクトの描画（1）（図形ツール）

第3回目 オブジェクトの描画（2）（ペンツール、ダイレクト変形ツール、リフレクトツール）

第4回目 オブジェクトの描画（3）色々な変形、スポイトツール、オブジェクトのロック、レイヤー

第5回目 数値での描画、垂直平行移動

第6回目 名刺の制作　文字について（文字の入力、書体・文字組みについて）

第7回目 名刺の制作　用紙について（様々な用紙サイズ）

第8回目 名刺の制作　情報の整理

第9回目 名刺の制作　（個人作業、個別指導）

第10回目 名刺の制作　（個人作業、個別指導）

第11回目 ポストカード制作（原稿作成、情報の整理、画像の配置）

第12回目 ポストカード制作（個人作業、個別指導）

第13回目 ポストカード制作（個人作業、個別指導）

第14回目 デザインデータ仕上げ

第15回目 成果物講評・習熟度テスト

評価方法
100点満点として、課題提出30点／課題の完成度15点／内容の理解度25点／授業への参加意欲の平常点30点で評
価を行う

参考書・教材 特になし

備考 持参物　USB メモリ　筆記具 ノート

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール グラフィックデザイナー
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講義名 ProToolsオペレーション

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 前期 講義区分 実習

時間 45.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 2

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 宮原　弘貴

到達目標
★より実践的なProToolsオペレーションの習得
★的確かつ効率的なオペレーション能力を身につける
★エディットを通じて、音楽的感性を磨く

授業概要

基本的オペレーションの他、よりスタジオでのPro Toolsの使用に則した形での授業内容です。
エディットを中心に、現場で行われている様々な使用法を解説し、2mixやマルチトラックの素材を用いて実習し

ます。
また、よくあるトラブルの対処や予防についても解説します。
実践的な技術や知識を身につけることによって、即戦力となる人材を目指し学習していきます。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス

第2回目 作業用フォルダ、バックアップ用USBメモリーの作成/新規セッションの作成（復習）

第3回目 2mixエディット解説/実習①

第4回目 2mixエディット実習②

第5回目 マルチトラック エディット解説/実習①

第6回目 マルチトラック エディット実習②

第7回目 マルチトラック エディット実習③

第8回目 ミックスダウン実習(内部バスの使い方)

第9回目 マルチトラック テイクエディット解説/実習①

第10回目 マルチトラック テイクエディット実習②

第11回目 ヴォーカルトラック テイクエディット解説/実習①

第12回目 ヴォーカルトラック テイクエディット実習②

第13回目 ヴォーカルトラック ピッチエディット解説/実習①

第14回目 ヴォーカルトラック ピッチエディット実習②

第15回目 ヴォーカルエディット全般まとめ/ミックスダウン

評価方法 100点満点として、課題提出とし技術習得度 50点、授業参加意欲 50点で評価を行う。

参考書・教材 プリントを授業ごとに配布する。

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール フリーランスレコーディングエンジニア
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講義名 レコーディングゼミ

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 前期 講義区分 実習

時間 90.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 2

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 柿沼　響

到達目標
★スタジオで必要とされる知識、技術、コミュニケーションを学ぶことが出来る。
★バンドレコーディングが自分たちの力だけで出来る。
★スタジオ内の様々な機材の役割、操作が理解出来る。

授業概要

この科目は限定された人数で行なうゼミ形式となります。向上心を持って現場で活躍するために学びたい人を対
象とします。

そのため、授業時間外で行なう課題やミーティングなどへの取り組みも多くなります。
このゼミをレコーディングエンジニアとして業界に飛び出す一歩としていきましょう。皆さんの頑張りに期待し
ます。

授業計画

回 内容

第1回目 スタジオシステム説明

第2回目 リズムセッティング

第3回目 ボーカルレコーディング

第4回目 ボーカルトラック編集（テイクつなぎ、ピッチ修正）

第5回目 アシスタントエンジニアProToolsテクニック

第6回目 ドラムサウンドチェック

第7回目 バンドレコーディング① リズム録り＋仮歌

第8回目 バンドレコーディング② リズム録り

第9回目 オーバーダビング ギター、パーカッションなど

第10回目 ボーカルレコーディング （コーラス含む）

第11回目 ProToolsデータEDIT、管理について

第12回目 ミックスダウン SSL

第13回目 ProTools詳細

第14回目 ライブレコーディングシステム

第15回目 ライブレコーディング

評価方法 100点を満点として提出物30点 技術の習得度と授業への参加意欲を加味した70点

参考書・教材
『サウンドレコーディング技術概論 2022年版』(1年次に購入した教科書を使用)
編集：高橋邦明　発行：一般社団法人日本音楽スタジオ協会

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 PAゼミ

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 前期 講義区分 実習

時間 90.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 2

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 恵木　健太郎

到達目標
★舞台で必要となる基本的な技術と知識を身に付ける。
★イベントスタッフを経験することで現場での力を身に付ける。
★StudioDEEと外部ホールで常設と仮設システムを組めるようにする。

授業概要
この科目は限定された人数で行なうゼミ形式となります。向上心を持って現場で活躍するために学びたい人を対
象としてます。そのため、授業時間外で行なう課題やミーティング、現場などへの取り組みも多くなります。こ

のゼミをPA エンジニアとして業界に飛び出す一歩としていきましょう。皆さんの頑張りに期待します。

授業計画

回 内容

第1回目 初回ガイダンス・StudioDEEシステム概要

第2回目 StudioDEE FOH System

第3回目 StudioDEE Monitor System

第4回目 Band SettingⅠ

第5回目 Band SettingⅡ

第6回目 Band Mix Demo

第7回目 Drums & Bass Rhythm MixⅠ

第8回目 Drums & Bass Rhythm MixⅡ

第9回目 3P Band MixⅠ

第10回目 3P Band MixⅡ

第11回目 4P Band MixⅠ

第12回目 4P Band MixⅡ

第13回目 デジタルコンソールの扱い方Ⅰ

第14回目 デジタルコンソールの扱い方Ⅱ

第15回目 スピーカーチューニングについて

評価方法 100点満点として、実習への参加意欲、予習や復習の姿勢で評価を行う。

参考書・教材 資料等のプリントを、適宜配布する。

備考

※StudioDEE（キャパ約 500人の東放学園ライブホール。常設 PAシステムがセッティングされています）

※夏休み中に外部ホールを使用した仮設 PA実習を数回予定しています。
※いくつかのイベントに PAスタッフとして参加してもらう予定です。

※音響作業に適した動きやすい服装で参加すること。

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 MAゼミ

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 前期 講義区分 実習

時間 90.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 2

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 舟橋　亜里紗

到達目標
★MAの現場に対応出来る様々な技術を身に付ける
★スタジオのシステムを理解する
★MA起こしからMIXまで学生同士の力のみで出来る能力を習得する

授業概要

この科目は限定された人数で行うゼミ形式となります。向上心を持って現場で活躍するために学びたい人を対象
とします。そのため授業時間外で行う課題やミーティングなどへの取り組みも多くなります。

MA についての知識や技術の習得、空間音響についても学ぶ為の授業です。このゼミを TV 業界や映画業界に飛
び出す一歩としていきましょう。皆さんの頑張りに期待します。

授業計画

回 内容

第1回目 スタジオの電源とNA収録

第2回目 映像確認、MA起こしOMF、テンプレについて

第3回目 トラック整理

第4回目 BGM選曲

第5回目 整音

第6回目 RXについて

第7回目 EQオートメーション、プラグインオートメーション

第8回目 NA撮り練習①

第9回目 NA撮り本番

第10回目 Ok Take作成

第11回目 MIX 

第12回目 書き出し、ラウドネス

第13回目 ATMOSについて

第14回目 ATMOS作業①

第15回目 ATMOS作業②

評価方法 100点満点として、指導に対する学習意欲や参加意欲で評価を行う

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 音響測定

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 前期 講義区分 実習

時間 45.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 2

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 津曲　健仁

小山内　宙

到達目標
★音の出る仕組みや伝わり方、聴こえ方を、測定（実験）によって理解する
★測定結果を表やグラフにまとめることで、その特性を理解する

★測定結果と聴いた感じを比較することで、「良い音」とされる音の特性を理解する

授業概要

音響測定は、音の出る仕組みや伝わり方、聴こえ方を、測定（実験）によって理解しよう、という授業です。例

えば、ある音を測定すると、その結果が数値や形となって出ます。結果を表やグラフにまとめると、より理解し
やすくなります。次に、その音を耳で聴いたとき、あなたは、どういう音だと感じるでしょうか？良い音か悪い
音か、好きな音か嫌いな音か？最後に両者（測定結果と聴いた感じ）を比較します。つまり客観と主観の比較で

す。一般に「良い音」とされている音の特性を把握し理解することができたら、あなたは素晴らしい技術者にな
れるでしょう。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス、音響基礎知識テスト実施、レポートの書き方

第2回目 楽器の測定 ①楽器の基本周波数・倍音（周波数スペクトルとその時間変化）の測定

第3回目 楽器の測定 ②楽器のダイナミックレンジ・エンベロープの測定

第4回目 楽器の測定 ③弦楽器の弦長と音高の測定

第5回目 音場の測定 ①騒音の測定

第6回目 音場の測定 ②音圧分布の測定

第7回目 音場の測定 ③残響時間の測定と有名ホールの残響時間について

第8回目 楽器辞典の作成 ①打楽器（音板楽器・打弦楽器含む）

第9回目 楽器辞典の作成 ②弦楽器・鍵盤楽器

第10回目 楽器辞典の作成 ③管楽器（フリーリード楽器含む）

第11回目 ラウドネスレベルの測定と等ラウドネスレベル曲線について

第12回目 聴覚能力の測定 ①ピッチ・テンポ・音圧レベルの変動についての探知能力、楽器編成識別能力など

第13回目 聴覚能力の測定 ②絶対音感・相対音感・拍子・ビートの聴き取り判別能力、旋律・和声・律動聴音など

第14回目 音の伝搬についてのアクティブラーニング（各種音場の残響時間、イベント開催時の騒音問題など）

第15回目 音楽作品・映像作品についての音響的アクティブラーニング（精査・評価・提案など）

評価方法
100点満点中、授業毎のレポート60点、平常点40点（事前準備、測定技術、データの採取術と整理術を総合的に

鑑みる）で評価する。

参考書・教材
『ミュージックアコースティックス 第2版』
編著：鈴木昭裕　発行：株式会社翔文社

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール 第一級陸上無線技術士、第三種電気主任技術者　取得者
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講義名 Webコンテンツ制作

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 前期 講義区分 実習

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 2

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 吉田　光利

到達目標
★Web制作の全体を知る
★Webデザインができるようになる

授業概要

Webサイト制作といっても「何をすればいいのだろう？」「HTMLなら聞いたことあるけど」くらいの認識だと思

います。このコースではWebサイトの企画、アイデアの出し方から実際の制作方法までを学びます。 HTMLやCSS
のコーディングからIllustrator、photoshopでのデザイン。さらにはサーバーに関することまでを幅広く学びま

す。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス

第2回目 Webサイト制作のワークフロー

第3回目 アイデアの創り方

第4回目 Webサイト制作方法①

第5回目 Webサイト制作方法②

第6回目 HTMLコーディング

第7回目 CSSコーディング

第8回目 Javascriptでプログラミング

第9回目 WebページUI ／ UXを知る

第10回目 Webサーバーを知る

第11回目 Webサイトマーケティング

第12回目 オリジナルサイト制作企画

第13回目 オリジナルサイト制作コーディング

第14回目 サーバーにアップロード

第15回目 公開と計測

評価方法 課題作成 40点、技術の習得度 30点、授業参加意欲 30点

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール フルスタックエンジニア
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講義名 レコーディング技術論

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 2

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 柿沼　響

到達目標
★原盤制作に必要な作業とレコーディングスタジオの役割が理解出来る
★レコーディングスタジオのシステムについての知識を充実させることが出来る

授業概要

原盤制作に関わるスタジオスタッフの役割のなかでも特に技術スタッフであるエンジニアの仕事について学んで

いきます。レコーディングスタジオのシステムやそれを構成する様々な機材についての知識やレコーディング作
業の流れなどを学び、将来エンジニアとして活躍できる人材になるための礎を築きましょう。

授業計画

回 内容

第1回目 原盤制作～スタッフについて

第2回目 レコーディングスタジオについて

第3回目 スタジオシステムについて

第4回目 スタジオセッティングについて

第5回目 ミキシングコンソール① シグナルルーティング

第6回目 ミキシングコンソール② パッチ盤

第7回目 レコーダーについて～録音の歴史

第8回目 ProToolsについて

第9回目 シグナルレベルについて メーター等

第10回目 レコーディング作業① リズムレコーディング

第11回目 レコーディング作業② ダビング、ボーカル録音

第12回目 ミックスダウンについて

第13回目 マスタリング

第14回目 レコーディング機材 ビンテージから最新まで

第15回目 音楽研究

評価方法 100点を満点として授業内小テスト70点 授業への参加意欲30点

参考書・教材
『サウンドレコーディング技術概論 2022年版』(1年次に購入した教科書を使用)
編集：高橋邦明　発行：一般社団法人日本音楽スタジオ協会

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 PA技術論

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 2

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 恵木　健太郎

到達目標
★ＰＡの仕事を理解し、関係する知識の理解を深める。
★舞台で必要となる基礎知識を習得する。
★様々な音響現場で使用されている最新機材を理解する。

授業概要

PAの仕事は舞台での音響を担当していますが、制作、舞台監督、美術、照明、電飾、楽器、特殊効果、映像、録
音、配信、ミュージシャンなど、様々なセクションとの共同作業でショーを作り上げることが求められていま

す。そのためには各セクションを理解し、舞台上で安全に仕事をすることが非常に大切なことです。また、コン
サートやミュージカルなど舞台音響の世界ではデジタルコンソールの使用が業界標準になっており、ワイヤレス
機器やオーディオネットワークの知識も必要になっています。この授業では現場で必要とされる基礎知識の習得

を目指します。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス

第2回目 様々なＰＡ会社について

第3回目 デジタルコンソールについて

第4回目 ＰＡスピーカーについて

第5回目 電源について

第6回目 ワイヤレス機材について

第7回目 音響測定システムについて

第8回目 デジタル伝送・オーディオネットワークについて

第9回目 現場で必要になる舞台用語について

第10回目 現場のPAエンジニアについて（FOH）予定

第11回目 現場のPAエンジニアについて（Monitor/Stage）予定

第12回目 現場のPAエンジニアについて（System）予定

第13回目 コンサート映像から学ぶ

第14回目 まとめ

第15回目 筆記テスト

評価方法 100点満点として、筆記試験70点、提出物の評価、平常点30点で評価を行う。

参考書・教材

『プロ音響データブック 五訂版』

編集：永島聡一郎　発行：株式会社リットーミュージック

資料等のプリントは適宜配布する

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 放送概論

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 2

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 伊従　淳一

到達目標
★テレビ番組制作の流れを理解する。
★ポストプロダクションにおける映像編集やMAの重要性を理解する。
★映像と音との融合がいかに作品制作において重要なのかを身につける。

授業概要

日本における放送の誕生から現在までの変遷を理解していく。
それをベースに、テレビ番組をはじめ様々な映像制作の流れや関連する仕事についても理解を深める。

今や映像メディアの世界ではテレビ以外の様々な動画配信サービスも充実し、もはやテレビだけの時代ではなく
なってきているのが実情。これに伴い、現場に携わるスタッフにもこれまで以上の仕事や作業も生まれ、求めら
れるスキルも多岐に渡る。だからこそ「番組制作」という映像制作の原点を軸に、基本をしっかりと身につけた

上で、様々なフィールドで活躍できるスタッフを育成していく。

授業計画

回 内容

第1回目 授業ガイダンス

第2回目 放送のあゆみ

第3回目 テレビ番組制作の歴史 その1

第4回目 テレビ番組制作の歴史 その2

第5回目 テレビ番組制作のプロセス

第6回目 テレビ番組の種類

第7回目 テレビ番組制作に関わる仕事

第8回目 テレビ番組の企画はどうやって生まれる？

第9回目 ポストプロダクションの役割とは？

第10回目 MA作業の流れ

第11回目 視聴率について

第12回目 TVCMの変遷

第13回目 テレビ番組VS動画配信

第14回目 放送の未来

第15回目 授業内試験

評価方法 100点を満点とし、筆記試験60点、レポート10点、授業への参加意欲30点。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール

芸能プロダクションにマネージャーとして入社後、所属タレント、役者のマネジメント業務の他、テレビ番組や

イベントのプロデューサーとして関わり、映画関係では制作業務の他にもメイキング番組の撮影、構成なども担
当し、海外映画祭にも数多く参加する。

東京スポーツ映画大賞では第14回から第27回までの14年間、東京スポーツ社外責任者として映画祭を運営する。
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講義名 MA技術論

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 2

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 鈴木　梨央

到達目標
★映像作品に関する基礎知識を身に付け、映像制作のワークフローを理解する。
★MAとその他のセクションの関係性を学び、ＭＡ作業の技術的内容を理解する。

授業概要

映像作品ってどうやってできてるの？そのためにどんな職業があるの？そもそもMA作業って何やるの？といっ

た、映像ができる一連のワークフローを学びながら様々なセクションが関わりあう映像業界の中で音の制作過程
と MA作業はどのように行われているのかを理解する。

実際のProToolsの画面を通しながらMA作業のテクニカル的内容を学ぶ。

授業計画

回 内容

第1回目 授業ガイダンス （授業のコンセプトと受け方）

第2回目 映像業界の役割分担とジョブレパートリーについて

第3回目 映像に関する基礎知識

第4回目 プリプロって？（撮影現場全体篇）

第5回目 プリプロって？（録音部篇）

第6回目 ポスプロって？（編集篇）

第7回目 ポスプロって？（MA準備篇）

第8回目 ポスプロって？（NA収録について）

第9回目 ポスプロって？（NA収録についての機能）

第10回目 ポスプロって？（ナレーション編集とクリップゲイン）

第11回目 ノイズとは

第12回目 納品物作成について

第13回目 授業まとめ

第14回目 筆記テスト

第15回目 テスト返却と回答合わせ

評価方法 100点満点として授業への参加意欲の平常点50点・試験50点で評価を行う。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 音楽プロデュース概論

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 後期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 2

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 梅木　康裕

篠崎　繁一

到達目標
★音楽ビジネスを理解する
★音楽制作の流れと変化を知る

★スタッフとプロデューサーの係わりと役割を理解する

授業概要

音楽に限らず「プロデュースする」ということは、極めてクリエイティブで幅広い知識やセンス、そしてビジョ

ンが必要です。
そのためには物事を大局的に捉え、プロデュースする対象をよく理解する必要が求められます。
この授業では、音楽ビジネスの先輩であるアメリカの事例や、スタッフとプロデューサーの係りを考えながら、

音楽ビジネスをプロデュースするという視点を持ち合わせ、プロデュースの重要性を理解したスタッフを育成し
ます。

授業計画

回 内容

第1回目 授業について/プロデュースとプロデューサー

第2回目 音楽ビジネスとは/音楽ビジネスの根幹

第3回目 アーティストビジネスとその分野

第4回目 音楽ビジネスの基本

第5回目 楽曲と音源/海賊盤は何故ダメなのか

第6回目 音楽ビジネスを稼働させているもの①

第7回目 音楽ビジネスを稼働させているもの②

第8回目 音楽ビジネスを稼働させているもの③

第9回目 音楽ビジネスを稼働させているもの④

第10回目 印税

第11回目 原盤制作のパターン①

第12回目 原盤制作のパターン②

第13回目 原盤制作のビジネス

第14回目 原盤制作システムの変化

第15回目 まとめ

評価方法 講義全体を100 点満点採点する。授業意欲20点。定期試験80点。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール エンタテインメントコーディネーター
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講義名 オーディオラブ

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 後期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 2

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 桑原　和淳

到達目標
★聴こえ＝音響心理の基礎を理解する
★音の違いを物理的なパラメータとして表現できるようになる
★聴覚印象の通りに音響機器を操作できるよう聴能と音響学を身につける

授業概要

音楽を聴くことは楽しく素晴らしい体験です。既に身につけている音響学の知識は、音に対する理解をより広く
深くしてくれます。音響技術者に求められる音に関する感性を確かなものにするために、音を聴き分ける能力

（聴能）を形成することを目指します。
ミキシング・コンソールを前に、イコライザーやコンプレッサーを操作するということは、「音の明るさ」や
「音の鋭さ」「音の透明感」といった聴覚印象を、実際の音に反映・変化させることです。

様々な形態の音楽を分析的に聴くことをとおして、音に関する知識を音の違いに対応させていきます。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス

第2回目 聴覚器官のしくみと聴覚

第3回目 オーディオ小史

第4回目 ディジタル・オーディオ・ファイルによる音質の差異

第5回目 音色・音質

第6回目 音の大きさと音響情報分析

第7回目 音楽聴取環境　スピーカー、ヘッドフォン・イヤフォン

第8回目 音像定位

第9回目 音楽スキーマ1　リズム・音高

第10回目 音楽スキーマ2　メロディー

第11回目 音楽スキーマ3　転調

第12回目 映像と音楽1　映画音楽

第13回目 映像と音楽2　MTVの登場とミュージック・ヴィデオ

第14回目 映像と音楽3　映像作家から見た音楽

第15回目 音楽と身体性

評価方法 リポート60点・授業への参加意欲など平常点40点、計100点満点で評価する。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール レコーディング・エンジニア、SR (PA) エンジニア、SRシステム・音響設備設計
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講義名 アコースティックデザイン

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 後期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 2

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 菊地　流星

到達目標
★正しいルームチューニングの手法を学び、良い音でスピーカーを鳴らせるようになる
★測定結果や波形が読めるようになり、それを基にスタッフ間で意思疎通を図ることができる

授業概要

アコースティックデザインとは「部屋の音を設計する」という意味です。普通の部屋にスピーカーを置いて、

そのまま鳴らしただけでは良い音は出ません。そこには部屋の影響によって発生した、濁りや溜まりなどの悪い
影響があるからです。この悪い影響を取り除き、明瞭なステレオ感やクリアな響きなどの良い効果を与えるのが

「部屋の音の設計」です。
　まずは自分の部屋をスタジオ化するために、どうすればいいのかを考えていきます。そしてその経験を基にス
タジオやホールの造りを学ぶことで、将来的な現場での応用力を身に着けることが目標です。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス / レコーディングスタジオの設計

第2回目 マイスタジオ相談会（音漏れ）

第3回目 マイスタジオ相談会（吸音）

第4回目 マイスタジオ相談会（低音域のブーミング）

第5回目 マイスタジオ相談会（拡散材）

第6回目 スタジオにおける良い音とは？（周波数特性）

第7回目 まとめ①

第8回目 レコーディングスタジオの造り方（残響時間の測定）

第9回目 ライブハウスの造り方（遮音性能の測定）

第10回目 コンサートホールの造り方（拡散音場の測定）

第11回目 映画館の造り方（イマーシブオーディオの測定）

第12回目 オーディオルームの造り方（定在波の測定）

第13回目 まとめ②

第14回目 理想のマイスタジオ・ライブハウス設計①

第15回目 理想のマイスタジオ・ライブハウス設計②

評価方法 100点満点とし、レポート提出60点、小テスト10点、平常点30点

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 コンピュータベーシック

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 後期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 2

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 小山内　宙

到達目標
★パソコンの構造を理解する。
★ネットワークの基礎、OS、アプリケーションにまつわる知識を身につける。
★ITリテラシーの意識を高める。

授業概要

現代社会において、今やパソコンは不可欠なものとなっています。それは音響の世界でも同様です。また近年、
音響機器を扱う上でネットワークの知識が必要とされています。

この授業ではパソコンの性能を司っているハードウェア、OS、そしてアプリケーションのカスタマイズやトラブ
ルシューティングの方法を学びます。加えてTCP/IP、インターネットの仕組み、コンピュータウィルスや情報セ
キュリティの考え方についても授業を行っていきます。

コンピュータに“使われる”のではなく、“使える”エンジニアになりましょう！

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス

第2回目 PCのスペックについて

第3回目 PCを構築する（パーツ選び）

第4回目 ネットワーク機器とその役割

第5回目 無線LANとは

第6回目 コンピューターウィルスと情報セキュリティ

第7回目 IPアドレスを極める

第8回目 起こりうるPCトラブル

第9回目 文字コードと圧縮ファイル

第10回目 ケーブルとデータ転送規格

第11回目 回線種別と次世代の映像・音

第12回目 配信に必要な知識 インフラ編

第13回目 配信に必要な知識 技術編

第14回目 WEB制作とドメイン

第15回目 使えるソフト、サイト紹介

評価方法 100点満点として、授業への参加意欲30点と授業内課題70点で評価を行う。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 イヤートレーニング

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 2

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 相田　篤考

到達目標
★ピッチ（音程）のズレを感じることが出来るようになる
★タイミング（リズム）のズレを感じることが出来るようになる

授業概要

この講座は特に「相対音感」という能力をクローズアップし、その習得を目指します。この能力は、例えばディ

レクターがレコーディングの現場で「OK」や「NG」などのジャッジをする上で必要な判断基準のうちの一つです
が、Pitch修正の編集作業にも応用が効く、レコーディングエンジニアに持っていてもらいたい能力でもありま

す。授業ではこの「相対音感」を開花させるための反復トレーニングを行います。「相対音感」は、ほとんどの
人が潜在的に持っている能力ですから不安に思う必要はありません。これが習得出来ると音楽を作る楽しさは勿
論、聴き方、感じ方も変わります。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス

第2回目 イヤートレーニング　Pitch①

第3回目 イヤートレーニング　Pitch②

第4回目 イヤートレーニング　Pitch③

第5回目 イヤートレーニング　Pitch④

第6回目 イヤートレーニング　Pitch⑤

第7回目 イヤートレーニング　Timing①

第8回目 イヤートレーニング　Timing②

第9回目 イヤートレーニング　Timing③

第10回目 イヤートレーニング　Timing④

第11回目 イヤートレーニング　Timing⑤

第12回目 イヤートレーニング　Pitch & Timing①

第13回目 イヤートレーニング　Pitch & Timing②

第14回目 イヤートレーニング　Pitch & Timing③

第15回目 まとめ

評価方法 100点満点として、平常点80点、レポート20点で評価する。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール 株式会社アスリート・ユナイテッド代表取締役／音楽プロデューサー
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講義名 デジタルオーディオ

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 2

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 渡辺　修一

到達目標

★アナログの基礎も確認しながらデジタルとの違いを理解する事が出来る
★デジタル技術の基礎を理解することが出来る
★デジタルオーディオの記録と伝送について理解することが出来る

★デジタルオーディオによるシステムを理解することが出来る

授業概要

音響技術の世界ではデジタルオーディオの知識なしには仕事が成り立たない状況となって久しい。

そもそもデジタルとは何か、アナログとは何が違うのか。
今、業界はどのような環境なのか。

この授業ではデジタルオーディオを扱ううえで必要な知識の基盤を固め、レコーディング、PA、放送業界のいず

れにおいても各々のデジタルオーディオシステムを理解することに役立つ内容で行います。

現場で必要不可欠となる知識をしっかりと学んでください。

授業計画

回 内容

第1回目 デジタルとは何か？デジタルの基本について学ぶ。

第2回目 オーディオにおけるデジタルとアナログの違いについて学ぶ。

第3回目 アナログからデジタル、デジタルからアナログ。変換について学ぶ。１

第4回目 アナログからデジタル、デジタルからアナログ。変換について学ぶ。２

第5回目
アナログからデジタル、デジタルでの変換などでおこる現象、

気をつけなければならないことについて学ぶ

第6回目 デジタルの伝送について、入出力コネクタやケーブルについて学ぶ。

第7回目 ネットワークオーディオについて学ぶ。

第8回目 デジタルで重要なクロックは何か学ぶ。

第9回目 中間テストと前半のまとめ

第10回目 CDの仕組みについて学ぶ

第11回目 ビットレートとは何か学ぶ。

第12回目 オーディオのレベルメーターについて学ぶ。

第13回目 ラウドネスについて学ぶ。

第14回目 実際に触ってみよう。これについてはタイミングでやる日にちは前後することがあります。

第15回目 テスト

評価方法 100点満点としてテスト、授業への参加意欲等での総合判断。

参考書・教材
『音響映像設備マニュアル 2021年最新大改訂版』

編集：野口広之　発行：株式会社リットーミュージック

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール レコーディングミキシングエンジニア
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講義名 就職講座Ⅲ

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 前期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 2

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 山田　朗

沼尾　悠太

到達目標
★入社試験から内定までの流れを理解する
★現場研修への心得や注意事項を学ぶ

★企業説明会を通じて多くのチャンスをものにできるようにする

授業概要

この就職講座Ⅲより授業としても本格的に就職活動が始まっていきます。皆さんが「就職内定」を勝ち取るまで

の道のりで数多くの企業と出会うことになります。この授業ではできる限り皆さんにとって有益な企業様をお招
きして企業説明会を実施、皆さんと企業様の出会いの場を提供していきます。どの企業様の説明も大事に、そし
て「興味を持って」聴講し、この授業から「就職内定」へと繋げてください。また、この授業では月末に月毎の

「就職活動状況報告書」も提出していただきます。就職活動は「報告」「連絡」「相談」がとても大事になりま
す。就職活動は一人で行うものではありません。困ったことがある際は先生たちに相談するなどして早期の就職

内定に繋げていきましょう。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス／入社試験から内定までの流れ／就活用アドレスの作成

第2回目 企業説明会①

第3回目 企業説明会②

第4回目 面接対策と履歴書作成（就職セミナー準備）

第5回目 企業説明会③

第6回目 企業説明会④

第7回目 企業説明会⑤

第8回目 企業説明会⑥

第9回目 企業説明会⑦

第10回目 企業説明会⑧

第11回目 企業説明会⑨

第12回目 企業説明会⑩

第13回目 企業説明会⑪

第14回目 企業説明会⑫

第15回目 企業研修への注意事項と心構え／進路調査

評価方法 100点満点として、各回の授業レポート提出が50 点、「月末就職活動報告書」の提出を50 点として評価する。

参考書・教材 毎回配布する資料

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 就職講座Ⅳ

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 後期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 2

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 山田　朗

沼尾　悠太

到達目標
★さまざまな職種の企業説明会を通じて多くのチャンスをものにする
★就職活動における自分の可能性を広げる

★授業を通じて立派な「社会人」を目指す

授業概要

この授業は企業説明会を中心に展開していきます。毎回異なる職種の企業説明会を聴講することで、みなさんが

職業選択における「視野」と「可能性」を広げてもらうことを目的としています。企業に興味を持ち、積極的に
行動することが内定の一番の近道です。また、「企業さまのお話し＝大人の話」を聞くことは、社会に出るため
に有意義なことだと考えています。そのため、「内定」「未内定」にかかわらず聴講することができます。ぜひ

一緒に考え悩みながら、内定を勝ち取り立派な「社会人」としての第一歩を踏み出しましょう。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス

第2回目 企業説明会①

第3回目 企業説明会②

第4回目 企業説明会③

第5回目 企業説明会④

第6回目 企業説明会⑤

第7回目 企業説明会⑥

第8回目 企業説明会⑦

第9回目 企業説明会⑧

第10回目 企業説明会⑨

第11回目 企業説明会⑩

第12回目 企業説明会⑪

第13回目 企業説明会⑫

第14回目 企業説明会⑬

第15回目 租税教室～社会人になるために

評価方法 100点満点として、各回の授業レポート提出が50点、「月末就職活動報告書」の提出を50点として評価する。

参考書・教材 毎回配布する資料

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 特別講座Ⅱ

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 通年 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 2

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 小山内　宙

到達目標
★エンターテインメントにおける、最先端の技術やスキルを習得する
★実際の公演（コンサートやミュージカルなど）を観る事で、自身の可能性や感性を広げていく
★目指す仕事への意識を高める

授業概要
年間を通じて開講される特別授業です。
実際のコンサートやミュージカルの観覧、現役エンジニアやスタッフによるセミナーなど、エンターテインメン

トの分野に関わる内容で実施されます。

授業計画

回 内容

第1回目

履修登録から成績認定までの流れ
① 参加する

自分の好奇心が必要です。興味を刺激して様々なものに参加してみましょう。
・体験…コンサート、ミュージカルの鑑賞（学校を通しての要予約・定員あり）
・学ぶ…様々な『音』に関する職種を知り、聞き出す（学校を通しての要予約・定員あり）

・動く…自分で鑑賞や体験ものの企画を立てる（チケットが存在するもののみ可）
② 報告書にまとめる

「いつ、どこで、何を見て、感じ、今後に生かすか」を自分の言葉でまとめてみましょう。就職したら求められる「報告・連
絡・相談」のシミュレーションも兼ねています。
③ 成績認定に関して

1回の参加からレポート提出で最高10ポイントが与えられます。
100 ～ 85ポイント A / 84 ～ 70ポイント B / 69 ～ 60ポイント C / 59 ～ 50ポイント D

49ポイント以下はF評価となり、時間数の取得はできません。
※提出〆切の遅れや書類不備、欠席などはポイント減点の対象となります。
また、個々に参加するイベントも異なる可能性があるため、自分が参加したものと点数の管理が求められます。

この科目に関する連絡は掲示を通して行います。また、質問や相談があれば清水橋校舎・職員室を訪ねてください。

評価方法 レポート／内容の理解度・習得意欲等の平常点

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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講義名 アレンジテクニック

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 後期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 2

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 本田　光史郎

到達目標
★各楽器のアプローチを理解し、編曲の力を身につける
★アレンジに必要なコード表記・コード進行、譜面記号を理解・習得する

授業概要

アイドル・バンド・シンガーソングライターなど、ジャンルを問わずこれから益々DTM で音を仕上げてくるアー

ティストが増えてくると思います。そこでDTMでの作曲・打ち込み・アレンジなどを知ることで、様々な楽曲に
対するミキシングイメージをより具体的にしていく為の授業です。

またアーティスト・ディレクターによってデータの種類やコード譜の表記の違いなど、この授業では基本知って
おきたいことなども踏まえ、皆さんに知識を付けていただけたらと思います。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス（アレンジとは）

第2回目 DTMについて

第3回目 KEYの見分け方

第4回目 各ジャンルガイド

第5回目 理論

第6回目 ドラムアプローチ　Ⅰ

第7回目 ドラムアプローチ　Ⅱ

第8回目 ベースアプローチ

第9回目 ギターアプローチ

第10回目 鍵盤系アプローチ

第11回目 メロディへのコード付け

第12回目 ストリングス・ブラスセクションアプローチ

第13回目 コード進行の基本・応用Ⅰ

第14回目 コード進行の基本・応用Ⅱ

第15回目 まとめ

評価方法 100点満点として、記述試験50点、授業への参加意欲の平常点が50点で評価を行う。

参考書・教材 特になし

備考 授業内でGoogleFormを使用して小テストを行うため充電とログインができるかを確認しておいてください。

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール 作詞／作曲／編曲
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講義名 映像鑑賞

(副題)

開講責任部署 音響専門 工業 音響技術科

講義開講時期 後期 講義区分 講義

時間 30.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 2

必須/選択 選択

担当教員

氏名

◎ 伊従　淳一

到達目標
★映像作品の鑑賞を通して物の見方、考える力を養う。
★ジャンルの異なる映像作品における「音」の使われ方の特徴を理解する。
★鑑賞論文を毎回書くことによって、文章表現力も身につけていく。

授業概要

ジャンルの異なる様々な作品を鑑賞することで、映像と音とのせめぎ合いや融合性、
一体感を自分の目や耳で感じて欲しい。

同時に、感じたことを、相手に伝わるような的確な言葉や文章で表現することも習得する。
なぜこのカットにこの「音」が必要なのか？
どうしてこのシーンには「音」が不要なのか？

そういった監督や演出家の意図を作品鑑賞を通して、「音のプロ」の卵として理解を深めていく。

授業計画

回 内容

第1回目 授業ガイダンス

第2回目 ドキュメンタリー番組１

第3回目 ドキュメンタリー番組２

第4回目 テレビドラマ１

第5回目 テレビドラマ２

第6回目 紀行（旅）番組

第7回目 バラエティ番組１

第8回目 バラエティ番組２

第9回目 トーク番組

第10回目 日本映画１

第11回目 日本映画２

第12回目 報道番組

第13回目 ビデオパッケージ（企業向けプロモーション映像）

第14回目 音楽番組

第15回目 教養番組

第16回目

評価方法 100点満点とし、論文提出60点、小テスト10点、授業への参加意欲30点。

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 実務経験有

担当教員プロフィール

芸能プロダクションにマネージャーとして入社後、所属タレント、役者のマネジメント業務の他、テレビ番組や
イベントのプロデューサーとして関わり、映画関係では制作業務の他にもメイキング番組の撮影、構成なども担

当し、海外映画祭にも数多く参加する。
東京スポーツ映画大賞では第14回から第27回までの14年間、東京スポーツ社外責任者として映画祭を運営する。
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講義名 卒業制作

(副題)

開講責任部署

講義開講時期 通年 講義区分

時間 120.00

校地 東放学園音響専門学校

対象学科 音響技術科

対象年次 2

必須/選択 必修

担当教員

氏名

◎ 鈴木 梨央　柿沼 響　恵木 健太郎　舟橋 亜里沙　小山内 宙　

到達目標
★自分で企画し、レポートや音響制作物、動画などの作品を制作、完成させることが出来る。
★２年間の学習の成果を他者へわかりやすく発表することが出来る。
★指導教員やともに学ぶ仲間と意見を交わすことで制作内容を高めることが出来る。

授業概要

学習の成果をまとめ、研究、制作、発表することで時間数認定を行う。個人もしくはグループで企画し、その内
容により指導担当職員を決定する。指導教員と制作内容についての精査及び指導を随時行ったうえでの発表とす

る。年度末授業期間終了後に期間を設け、PA実習室、レコーディングスタジオ、MAスタジオ、教室など校舎を使
用しての制作展を開催する。

授業計画

回 内容

第1回目 ガイダンス

第2回目 企画①

第3回目 企画②

第4回目 企画提出 指導教員決定

第5回目 企画発表準備

第6回目 企画発表 意見交換

第7回目 作品制作①

第8回目 作品制作② 指導教員による確認①

第9回目 中間発表準備

第10回目 中間発表 意見交換

第11回目 作品制作④ 指導教員による確認②

第12回目 作品制作⑤ 最終確認

第13回目 発表準備

第14回目 制作展発表

第15回目 発表についての意見交換

評価方法 指定された日程での制作の進行40点 制作展での発表、制作物の出来映え40点 受講姿勢20点

参考書・教材 特になし

備考 特になし

実務経験有無 無

担当教員プロフィール 無
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